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 関連情報を入手するための照会窓口 上記
５に同じ。
 本業務は資料の提出及び技術提案書の特定
後における見積書の提出等を電子入札で行う
ものであり、対応についての詳細は説明書に
よる。
 その他詳細は説明書による。

公募型プロポーザル方式に係る手続開始の
公示（建築のためのサービスその他の技術
的サービス（建設工事を含む））

次のとおり技術提案書の提出を招請します。
令和３年３月 25 日
契約責任者 東日本高速道路株式会社

北海道支社 支社長 田中 直樹
◎調達機関番号 417 ◎所在地番号 01
１ 工事概要
 品目分類番号 41、42
 工事名 道央自動車道 米里地区橋梁リ
ニューアル工事
 工事場所
道央自動車道
自）札幌市白石区平和通
至）北海道江別市元野幌
札樽自動車道
自）札幌市東区伏古
至）札幌市白石区米里

 本工事は、公共工事の品質確保の促進に関
する法律第18条に規定する「技術提案の審査
及び価格等の交渉による方式」（以下「技術提
案・交渉方式」という。）の設計交渉・施工タ
イプの対象工事であり、優先交渉権者として
選定された者と設計業務の契約を締結した
後、発注者と優先交渉権者との間で締結され
る基本協定に基づき価格等の交渉を実施し、
交渉が成立した場合には建設工事の契約を締
結する工事である。

 本工事は、競争参加資格確認申請を行った
者（以下「競争参加希望者」という。）のうち、
競争参加資格があることが確認された者に対
して技術提案書の提出要請を行い、技術提案
書の提出を行った者と技術提案書の内容に関
するヒアリング（技術対話）を実施し、技術
評価点が最も高い者を優先交渉権者として選
定する。
なお、優先交渉権者との価格交渉が成立し
なかった場合は、次順位の者と同様の手続き
を行い、以降交渉が成立するまで次順位以降
の者と同様の手続きを行う。
 参考額 本建設工事に先立って実施する設
計業務の規模は６億円程度（税込み）を想定
している。また、建設工事の参考額及び参考
工期は、優先交渉権者選定後、優先交渉権者
に対し別途通知する。
 本工事は、監督員と受注者双方が工程調整
を行うことにより、週休２日を達成するよう
工事を実施する「週休２日推進工事（発注者
指定方式）」の試行対象工事である。特記仕様
書に定める対象期間において週休２日を確保
した場合は、工事成績評定において加点評価
の対象とする工事である。

２ 競争参加資格
 審査基準日（下記４に示す競争参加資格
確認申請書等の提出期間の最終日をいう。以
下同じ。）において、東日本高速道路株式会社
の契約規程実施細則第６条の規定に該当しな
い者であること。
 下記４に示す技術提案書の提出期間の最
終日において、下記又はのいずれかに
該当する者であること。
 単体で競争参加する場合 令和３年３月
31日までに、工事種別「土木工事」、「ＰＣ
橋上部工工事」、「鋼橋上部工工事」及び「橋
梁補修工事」に係る東日本高速道路株式会
社の「平成31・32年度工事競争参加資格」
を有する者で、かつ、当該資格の認定の際
に算定された客観的事項に係る点数（以下
「経営事項評価点数」という。）が「土木工
事」については1500点以上、「ＰＣ橋上部工
工事」については1300点以上、「鋼橋上部工
工事」については1300点以上、「橋梁補修工
事」については1200点以上の者であること。

 特定建設工事共同企業体・乙型（分担施
工方式）（以下「特定ＪＶ」という。）を構成
して競争参加する場合 次のⅰ）からⅳ）
のすべてを満たす構成となっていること。
また、構成員の数は、２者から12者（工事
種別毎に最大３者）とし、「土木工事」、「Ｐ
Ｃ橋上部工工事」、「鋼橋上部工工事」及び
「橋梁補修工事」のうちの複数の工事種別
の構成員を兼ねることができるものとす
る。
なお、特定ＪＶを構成するすべての構成
員が「２ 競争参加資格」を満たすこと。
ⅰ） 本工事のうち工事種別「土木工事」
に係る施工を行う１者から３者すべての
者が、令和３年３月31日までに、工事種
別「土木工事」に係る東日本高速道路株
式会社の「平成31・32年度工事競争参加
資格」を有する者で、かつ、経営事項評
価点数が以下のとおりであること。
・施工を行う者が１者 1500点以上
・施工を行う者が２者又は３者 1400点
以上

ⅱ） 本工事のうち工事種別「ＰＣ橋上部
工工事」に係る施工を行う１者から３者
すべての者が、令和３年３月31日までに、
工事種別「ＰＣ橋上部工工事」に係る東
日本高速道路株式会社の「平成31・32年
度工事競争参加資格」を有する者で、か
つ経営事項評価点数が以下のとおりであ
ること。
・施工を行う者が１者 1300点以上
・施工を行う者が２者又は３者 1200点
以上

ⅲ） 本工事のうち工事種別「鋼橋上部工
工事」に係る施工を行う１者から３者す
べての者が、令和３年３月31日までに、
工事種別「鋼橋上部工工事」に係る東日
本高速道路株式会社の「平成31・32年度
工事競争参加資格」を有する者で、かつ
経営事項評価点数が以下のとおりである
こと。
・施工を行う者が１者 1300点以上
・施工を行う者が２者又は３者 1200点
以上

８ Summary

 Subject matter of the contract : New‑

style hydrographic conditions observation

total proof duties

 Time‑limit to express interests : 14 : 00

8 April 2021

 Time‑limit for the submission of propos‑

als : 14 : 00 15 June 2021

 Contact point for documentation relating

to the proposals : Accounting and Pro‑

curement Division, General Affairs Depart‑

ment, Kinki Regional Development Bureau,

Ministry of Land, Infrastructure, Transport

and Tourism, 29 Kaigandori Chuo‑ku Kobe‑

city, 6500024, Japan TEL 0783917576

 工事等内容
 設計業務
イ） 設計延長 Ｌ＝17㎞、上部工拡幅
設計 一式、下部工拡幅設計 一式、基
礎工設計 一式、床版取替設計 一式、
仮設構造物設計 一式、附帯工設計 一
式
ロ） 設計業務履行期間 契約保証取得の
日の翌日から720日間
ハ） 本設計業務について、主たる部分を
第三者へ委任し、又は請け負わせること
は認めない。

 建設工事
１） 工事概算数量
イ） 下部工部分 橋脚 約85基
ロ） 上部工拡幅部分 上部工拡幅 約
3000（ＲＣ橋 約500、ＰＣ橋
約1500、鋼橋 約1000）
ハ） 床版取替部分 床 版 取 替 約
10000 床版防水 約35500 塗
替塗装 約25000

２） 工期 契約保証取得の日の翌日から
優先交渉権者との価格等の交渉により合
意した期間
ただし、上記１）に示すすべての工事は、
令和９年度末までに完了させるものとする。
 使用する主要な資機材 コ ン ク リ ー ト

192千、鉄筋 28千ｔ、ＰＣ鋼材 01
千ｔ、鋼材 03千ｔ、アスファルト 04千
ｔ、床版防水材 355千
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